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御立トピックス
ＱＣサークル近畿支部長賞を受賞

　平成31年1月10日茨木市福祉文化会館にてＱＣサークル
近畿支部躍進大会併催事務、販売、サービス部門本部長賞
支部選技大会に出場。ＱＣサークル近畿支部長賞を受賞致
しました。サークル名『絆サークル』テーマは、「辛いから幸
せへ繋げる活動へ！！～本当のＱＣサークル活動を味わう～」
です。仕事をする中で辛いことも沢山ありましたが、ＱＣ
サークル活動を通じ、成長と奮闘記を発表致しました。
　毎年テーマを決めＱＣサークル活動に取り組んできまし
たが、新施設の増加で次々と職員の移動や、メンバー中で
の発言も少なく、自身が持てない中、ＱＣリーダー、さらにケ
アリーダーを任して頂き、出来るのか不安に思ったことがあ
りました。
　笹山法人本部長に相談し、職員の意識を高めるために
データに基づいた介護の実践やＱＣメンバーに研修、見学
会を行うことで施設全体に知識や意識の向上になりました。
そして又、6月にはＱＣサークル全国大会に出場することが
決まりました。
　自分一人で抱え込まず、相談しＱＣサークル活動を通じて
施設全体を巻きこんで、一体となり入居者様、職員の幸せに
繋げることができました。多くの経験をさせて頂き、人をま
とめることの難しさを痛感し、やりがいを感じ、職員や入居
者様の笑顔あふれる活動に取り組んでいきたい。後輩にＱ
Ｃリーダーを引き継ぐことになった後もそうであれるように
日々、成長しつづけたいと思います。
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サ
ン
ラ
イ
フ
魚
崎
に
５
名
の
新
入
職
員
が
加
わ
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
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で
施
設
全
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盛
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上
げ
て
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と
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い
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。
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し
く
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し
上
げ
ま
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普
通
の
介
護
を
、
普
通
の
気
持
ち
で
で

き
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介
護
職
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を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
目
配
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、
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配
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、
気
配
り
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。
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自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、
ど
ん
な
事

態
に
も
柔
軟
に
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
「
介
護
福
祉

士
」
の
資
格
を
取
る
た
め
の
基
礎
を
し
っ

か
り
と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
は
サ
ン
ラ
イ
フ
魚
崎
の
職
員
で
「
笑

顔
の
あ
の
人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
入
居
者
様
や
家
族
様
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
空
間
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
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ろ
し
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し
ま
す
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管
理
栄
養
士
と
し
て
、
利
用
者
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
食
事
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
、
利
用
者
様

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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利
用
者
様
へ
の
寄
り
添
い
を
第
一

に
「
美
味
し
い
」
と
喜
ん
で
頂
け
る

食
事
が
提
供
出
来
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多
職
種
の
方

と
連
携
し
、
自
分
自
身
立
派
な
管
理

栄
養
士
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



特養とショートステイのリハビリ特養とショートステイのリハビリ

平行棒での歩行
平行棒での歩行 立位保持立位保持

トイレまでの歩行トイレまでの歩行
手引き歩行手引き歩行

洗濯物たたみ
洗濯物たたみ ペダル漕ぎペダル漕ぎ

特養・ショートステイでは、日常生活動作（食事、更衣、移動、排泄、入浴等）維持の為の
リハビリを行なっています。日常生活動作は、生活を営む上で、必要不可欠な基本的行
動の事です。その中でも特に歩行・立位保持に力を入れています。「自分で歩きたい」
「トイレに行きたい」と言った思いに応えるためです。負担を感じる事無く楽しくリハ
ビリをして頂けるよう、普段の日常動作の延長でリハビリを考え実施しています。
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　サンライフ魚崎では毎年、桜の花が見ごろを迎え
ると、利用者様と共にお花見に出かけます。近くの
公園まで歩いていくこともあれば、車に乗って遠出
して見に行くこともあり、春の陽気を体で感じること
ができる為、皆様とても楽しまれています。
　桜のお花見ができるのは１週間程度ととても短い
ですが、その短さもまた、この季節の特別感を感じさ
せてくれています。

　サンライフ魚崎では毎年、桜の花が見ごろを迎え
ると、利用者様と共にお花見に出かけます。近くの
公園まで歩いていくこともあれば、車に乗って遠出
して見に行くこともあり、春の陽気を体で感じること
ができる為、皆様とても楽しまれています。
　桜のお花見ができるのは１週間程度ととても短い
ですが、その短さもまた、この季節の特別感を感じさ
せてくれています。

ボランティア百景ボランティア百景

ちい
さい
手

だわ
ぁ～

33 22


